
▲西村副部長に要求書を手渡す岡本委員長

▲2023人勧期闘争勝利など、多くの課題に向けた方針を確認した

執行委員
清水 方人さん
（ユース職組）

臨時執行委員
山本 篤志さん

大池中央委員
（八幡市職労）

石橋中央委員
（国保労組）

中川中央委員
（京都市職）

　

府
本
部
は
６
月
１２
日
、
西

脇
知
事
あ
て
の
２
０
２
３
男

女
平
等
社
会
実
現
を
求
め
る

要
求
書
を
、
西
村
美
紀
文
化

生
活
部
副
部
長
（
男
女
共
同

参
画
担
当
）
に
提
出
し
た
。

　

要
求
内
容
は
、
府
内
の
男

　

冒
頭
、
岡
本
委
員
長
は
主

催
者
を
代
表
し
て
、「
人
事

院
お
よ
び
人
事
委
員
会
勧
告

に
む
け
人
勧
期
闘
争
が
重
要

と
な
る
。
連
合
の
春
闘
結
果

は
好
調
で
、
人
事
院
勧
告
は

プ
ラ
ス
が
見
込
ま
れ
る
が
、

人
事
院
の
調
査
に
は
労
働
組

合
の
な
い
５０
人
規
模
の
企
業

も
含
ま
れ
る
の
で
注
視
が
必

要
だ
。
特
に
こ
の
間
の
物
価

高
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、

若
年
層
だ
け
で
な
く
全
世
代

で
の
賃
金
改
定
に
向
け
人
事

委
員
会
へ
も
要
請
し
た
い
。

ま
た
、今
年
の
人
勧
で
は『
社

会
と
公
務
の
変
化
に
あ
わ
せ

た
給
与
制
度
の
整
備
』
の
勧

告
も
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
賃

金
引
上
げ
や
給
与
制
度
の
見

直
し
に
注
力
し
、
全
世
代
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図

女
平
等
参
画
に
関
す
る
条
例

・
計
画
の
推
進
や
、
非
正
規

労
働
者
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

な
ど
の
雇
用
と
生
活
を
守
る

施
策
の
拡
充
な
ど
１５
点
。
あ

ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
に
向
け
た
対
応
や
京
都
府

り
た
い
。
さ
ら
に
、
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当

支
給
に
つ
い
て
、
多
く
の
組

織
内
議
員
や
協
力
議
員
の
力

も
あ
り
今
国
会
で
成
立
し

た
。
次
は
地
方
議
会
で
の
条

例
改
正
と
な
る
。
各
自
治
体

の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

を
見
直
し
、
常
勤
職
員
と
の

均
衡
が
保
て
て
い
る
か
を
確

▼
八
幡
市
職
労
・
大
池
中
央

委
員
…
①
新
採
１６
人
全
員
の

組
合
加
入
を
報
告
。
青
年
部

長
を
筆
頭
に
加
入
説
明
会
を

開
催
し
、
組
合
や
共
済
の
話

を
し
て
加
入
推
進
し
た
。
②

会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉

手
当
が
支
給
さ
れ
る
法
案
が

可
決
さ
れ
た
。
当
市
で
は
正

規
職
員
約
６
０
０
人
に
対

し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は

７
４
２
人
が
働
い
て
お
り
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
基
本

▼
答
弁
・
川
戸
書
記
長
…

【
八
幡
】
新
採
全
員
加
入
の

取
り
組
み
に
感
謝
。
ま
た
会

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
に
向
け
、
本
部
、
府
本
部
、

単
組
が
一
体
と
な
り
取
り
組

み
た
い
。【
国
保
】
国
保
の

め
ざ
す
方
向
で
出
て
く
る
問

題
や
課
題
に
つ
い
て
、
社
会

認
し
制
度
の
構
築
を
お
願
い

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
当

該
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

巻
き
込
ん
で
労
働
組
合
へ
の

加
入
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

人
員
確
保
闘
争
や
男
女
平
等

闘
争
、
組
織
強
化
拡
大
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、

組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
解
決
の
道
を
歩
ん
で
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

議
事
に
入
り
、
経
過
報
告

と
一
般
会
計
・
特
別
会
計
、

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
第
一
号
議
案
・
当

に
取
り
組
み
た
い
の
で
府
本

部
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願

い
し
た
い
。

▼
国
保
労
組
・
石
橋
中
央
委

員
…
国
保
の
め
ざ
す
方
向
２

０
２
３
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

組
合
と
し
て
も
学
習
会
や
意

見
交
換
を
通
じ
て
意
思
統
一

を
図
る
が
、
府
や
市
町
村
へ

の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
の
で
、
府
本
部
か

ら
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

保
障
制
度
検
討
委
員
会
の
中

で
も
情
報
収
集
し
な
が
ら
進

め
た
い
。【
京
都
市
職
】
元

組
合
員
で
も
あ
る
下
京
区
・

西
山
市
議
当
選
に
感
謝
。
会

派
合
流
の
件
は
、
連
合
京
都

の
機
関
会
議
や
各
議
員
に
自

治
労
の
思
い
を
伝
え
て
き

た
。今
後
の
動
向
に
注
視
し
、

意
見
を
述
べ
て
い
く
。
清
掃

部
会
長
と
し
て
の
取
り
組
み

面
の
闘
争
方
針
案
、
第
二
号

議
案
・
補
正
予
算
案
、
第
四

号
議
案
・
２
０
２
４
‐
２５
年

度
の
役
員
定
数
案
が
執
行
部

よ
り
提
起
さ
れ
た
。
中
央
委

員
か
ら
の
発
言
に
対
す
る
執

行
部
の
答
弁
を
受
け
て
採
決

に
移
り
、
す
べ
て
の
議
案
が

▼
京
都
市
職
・
中
川
中
央
委

員
…
①
政
治
闘
争
・
下
京
区

西
山
議
員
当
選
の
お
礼
。
②

国
民
民
主
党
の
会
派
問
題
へ

の
対
応
に
つ
い
て
。
③
中
央

本
部
の
清
掃
部
会
長
と
し
て

中
央
情
勢
の
報
告
。
組
織
内

議
員
、
政
策
協
力
議
員
と
協

力
し
様
々
な
課
題
に
対
応
し

て
い
る
。
④
住
民
ア
ピ
ー
ル

行
動
と
し
て
本
部
現
業
評
議

会
で
動
画
を
作
成
し
て
お

り
、
清
掃
部
会
は
京
都
で
撮

影
す
る
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

に
敬
意
。
組
織
内
や
政
策
協

力
議
員
を
通
じ
て
現
場
の
声

を
国
会
に
届
け
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
る
。
災
害
ご

み
の
問
題
な
ど
同
じ
地
域
で

働
く
直
営
・
民
間
の
環
境
労

働
者
の
連
携
強
化
な
ど
お
願

い
し
た
い
。
住
民
ア
ピ
ー
ル

行
動
の
動
画
で
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
重
要
性
を
広
く
伝
え
て

ほ
し
い
。

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
第
三

号
議
案
で
は
、
執
行
委
員
と

臨
時
執
行
委
員
が
新
た
に
選

出
さ
れ
た
【
写
真
】。

　

闘
争
宣
言
案
を
採
択
し
、

最
後
に
中
谷
副
委
員
長
の
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
た
。

　

毎
年
６
月
２３
日

か
ら
２９
日
は
「
男

女
共
同
参
画
週

間
」
だ
。「
男
女

共
同
参
画
社
会
基

本
法
」
の
公
布
・
施
行
日
で

あ
る
１
９
９
９
年
６
月
２３
日

を
踏
ま
え
、
様
々
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
法
の
目
的
や
基

本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
め
ざ
す
▼
法
に

は
以
下
の
よ
う
に
明
記
さ
れ

て
い
る
。「
男
女
が
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活

動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文

化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任

を
担
う
べ
き
社
会
を
形
成
す

る
」
▼
２
０
２
１
年
時
点
の

日
本
に
お
け
る
労
働
者
の
現

状
は
、
正
規
雇
用
に
占
め
る

女
性
比
率
が
３４
・
３
％
、
対

し
て
非
正
規
雇
用
で
は
６８
・

４
％
。
女
性
が
安
価
な
労
働

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
▼
女
性
参
画
を
進
め
る

た
め
に
は
女
性
の
経
済
的
自

立
が
必
要
だ
。
岸
田
首
相
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
政
治
や

経
営
な
ど
意
思
決
定
に
か
か

わ
る
機
関
へ
の
女
性
参
画
率

３０
％
を
掲
げ
て
い
る
▼
女
性

管
理
職
が
増
え
る
と
企
業
の

株
価
が
上
が
り
、
時
間
外
労

働
が
減
る
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
る
。
現
に
体
験
し
た
い
も

の
だ
。�

（
Ｍ
）

子
育
て
環
境
日
本
一
推
進
戦

略
の
実
現
に
向
け
た
男
性
職

員
の
育
児
休
暇
・
休
業
、
介

護
休
暇
取
得
の
促
進
な
ど
を

求
め
た
。

　

府
本
部
は
７
月
１８
日
に
府

男
女
共
同
参
画
課
と
交
渉
を

行
う
。

　
府
本
部
は
６
月
９
日
、
第
１
７
９
回
中
央
委

員
会
を
京
都
市
・
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
開
催
。
２

０
２
３
人
勧
期
闘
争
や
会
計
年
度
任
用
職
員
へ

の
勤
勉
手
当
支
給
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
当

面
す
る
闘
争
方
針
を
含
む
４
つ
の
議
案
と
中
間

決
算
を
含
む
経
過
報
告
を
確
認
し
た
。
出
席
中

央
委
員
数
は
２０
単
組
か
ら
４１
人
で
、
女
性
参
画

率
は
３６
・
５９
％
と
な
っ
た
。

執
行
委
員
に

執
行
委
員
に

選
出
さ
れ
た
２
人

選
出
さ
れ
た
２
人

会
場
発
言

答
弁

府本部第１７９回中央委員会人勧期闘争勝利、人勧期闘争勝利、
会計年度任用職員への会計年度任用職員への

� 勤勉手当支給に全力� 勤勉手当支給に全力

京
都
府
に
男
女
平
等
要
求
書
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▲八幡市職労VS京交労組の決勝戦

▲優勝した八幡市職労チーム

毎月先着20名様限定！府本部独自見積もりキャンペーン実施中！！ 【キャンペーン期間：2023年4月～8月】

※お見積りをいただいた方
に、ハーゲンダッツ、ケンタ
ッキー、Amazon、サーティ
ワン、QUOカードなどの
ギフト券をプレゼント。

※詳しくは所属の組合まで。

　

６
月
１０
日
、
八
幡
市
民
ス

ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
た
第
４３
回
府
本
部
ス

ポ
ー
ツ
大
会
軟
式
野
球
の
部

の
決
勝
戦
。
２
年
ぶ
り
の
優

勝
を
め
ざ
す
八
幡
市
職
労
と

初
優
勝
を
め
ざ
す
京
交
労
組

が
対
戦
し
た
。

　

１
回
表
、
八
幡
が
無
死
１

塁
か
ら
２
番
打
者
が
先
制
の

２
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
さ
ら

に
２
死
２
・
３
塁
か
ら
７
番

の
２
点
タ
イ
ム
リ
ー
で
４
点

を
先
制
。
１
回
裏
京
交
は
、

無
死
１
塁
か
ら
２
番
打
者
が

タ
イ
ム
リ
ー
３
ベ
ー
ス
。そ

の
後
２
死
１
・
３
塁
か
ら
１

点
を
返
し
た
。
八
幡
は
３
回

表
、
ヒ
ッ
ト
と
盗
塁
な
ど
で

チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
１
死
２
・

３
塁
か
ら
６
番
打
者
が
２
点

タ
イ
ム
リ
ー
。
４
回
裏
京
交

は
１
死
満
塁
か
ら
犠
牲
フ
ラ

イ
で
１
点
を
返
す
。
さ
ら
に

四
球
で
２
死
満
塁
と
し
た
が

交
代
し
た
八
幡
の
投
手
に
フ

ァ
ー
ル
で
粘
る
も
二
フ
ラ
イ

で
チ
ェ
ン
ジ
。ピ
ン
チ
を
脱

し
た
八
幡
は
５
回
表
、
先
頭

の
３
番
打
者
が
左
ホ
ー
ム
ラ

ン
で
突
き
放
し
、
さ
ら
に
１

死
１
塁
か
ら
６
番
打
者
が
３

打
点
目
と
な
る
タ
イ
ム
リ
ー

　

府
本
部
町
村
評
は
６
月
３

日
、
京
都
市
内
で
「
賃
金
権

利
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
４

月
に
採
用
さ
れ
た
新
入
組
合

員
を
中
心
に
３
単
組
１６
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
西
川
翔
議
長
は
こ

の
春
、
夢
と
希
望
を
抱
い
て

就
職
し
た
参
加
者
に
む
け

て
、「
物
価
の
上
昇
や
景
気

の
先
行
き
の
不
透
明
感
の
増

大
に
よ
り
、
地
方
公
務
員
の

生
涯
賃
金
低
下
や
職
員
数
削

減
に
よ
る
一
人
当
た
り
の
業

務
量
の
増
加
、
ひ
い
て
は
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
崩
壊
を
も
た

２
ベ
ー
ス
で
８
‐
３
と
し
た
。

　

４
回
裏
満
塁
の
ピ
ン
チ
か

ら
登
板
し
た
八
幡
の
二
番
手

投
手
は
５
回
裏
か
ら
圧
巻
の

５
連
続
三
振
を
奪
い
相
手
打

線
を
封
じ
込
め
た
。

　

八
幡
市
職
労
は
２
年
ぶ
り

の
優
勝
を
果
た
し
、
７
月
３１

日
か
ら
兵
庫
県
尼
崎
市
で
開

ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
本
セ

ミ
ナ
ー
を
通
し
、
賃
金
体
系

や
昇
格
・
昇
給
制
度
の
知
識

を
身
に
つ
け
、
賃
金
や
労
働

環
境
を
守
る
大
切
さ
、
そ
れ

に
欠
か
せ
な
い
組
合
活
動
の

意
義
や
必
要
性
を
考
え
る
一

助
と
な
れ
ば
」と
あ
い
さ
つ
。

　

学
習
会
で
は
、
自
治
労
京

都
府
本
部
の
川
戸
英
美
書
記

長
を
講
師
に
迎
え
、「
自
分

の
賃
金
、
自
分
で
計
算
」
と

題
し
た
講
演
を
受
け
た
。
参

加
者
は
地
方
公
務
員
の
給
与

制
度
や
算
定
方
法
、
各
市
町

催
さ
れ
る
地
連
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
た
。

　

八
幡
市
職
労
の
小
島
監
督

は
「
兵
庫
大
会
は
相
性
が
い

い
。
ま
ず
は
１
回
戦
突
破
を

め
ざ
し
て
組
合
活
動
同
様
、

チ
ー
ム
一
丸
で
力
を
合
わ
せ

て
試
合
に
臨
み
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
た
。

村
の
相
違
点
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
自
分
の
給
与

明
細
を
基
に
期
末
勤
勉
手
当

の
支
給
額
を
計
算
す
る
な
ど

賃
金
の
仕
組
み
を
学
ん
だ
。

　

次
に
、
全
労
済
自
治
労
共

済
本
部
京
都
府
支
部
の
久
米

真
人
事
務
局
長
、
事
務
局
員

の
島
田
智
司
さ
ん
か
ら
「
じ

ち
ろ
う
共
済
と
保
障
の
考
え

方
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
受
け
た
。
社
会
人
に
な

っ
た
今
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

か
か
る
費
用
を
試
算
す
る
な

か
で
、
人
生
で
お
金
が
か
か

る
保
険
に
つ
い
て
、
自
治
労

共
済
は
掛
金
が
安
く
抑
え
ら

れ
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

府
本
部
青
年
部
は
、
京

都
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
て
５
・
１５
沖
縄
平
和
行

進
２
０
２
３
に
参
加
し
た
。

今
年
は
規
模
も
例
年
通
り

と
な
り
、
京
都
平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム
か
ら
４
人
、
全
国

か
ら
約
１
８
０
０
人
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

１
９
７
２
年
５
月
１５
日

に
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し

て
５１
年
と
な
る
今
回
の
平

和
行
進
は
、
初
日
に
那
覇

市
で
「
結
団
式
」

を
行
い
、

２
日
目
に
「
中
部
基
地
コ

ー
ス
」
と
「
南
部
戦
跡
コ

ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
実
施
。
沖
縄
戦
で

初
め
て
米
軍
が
上
陸
し
た

読
谷
村
役
場
を
出
発
し
、

米
陸
軍
ト
リ
イ
通
信
所
、

極
東
最
大
の
米
空
軍
嘉
手

納
基
地
を
経
て
北
谷
町
役

場
ま
で
の
約
１２
キ
ロ
の
道

の
り
を
、「
沖
縄
を
戦
場
に

さ
せ
な
い
ぞ
」、「
静
か
な

夜
を
返
せ
」、「
平
和
憲
法

を
守
ろ
う
」
な
ど
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な

が
ら
行
進
し
た
。

　

街
中
に
突
如
と
し

て
現
わ
れ
る
フ
ェ

ン
ス
の
広
さ
や

テ
レ
ビ
で
観
る
基
地

周
辺
の
映
像
と
実
際
の
景

色
と
の
違
い
に
圧
倒
さ
れ
た

が
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い

る
オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
騒
音

被
害
な
ど
に
耐
え
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
る
地
元
の
方
や
、

行
進
中
に
手
を
振
っ
て
応
援

い
た
だ
い
た
方
々
の
こ
と
を

思
う
と
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
あ
げ
る
自
ら
の
声
に
も

熱
が
こ
も
っ
た
。

　

最
終
日
に
は
宜
野
湾
市
に

て「
復
帰
５１
年
５
・
１５
平
和
と

く
ら
し
を
守
る
県
民
大
会
」

が
開
か
れ
、
玉
城
デ
ニ
ー
沖

縄
県
知
事
を
来
賓
に
迎
え
、

平
和
行
進
団
の
報
告
や
が
ん

ば
ろ
う
三
唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

政
府
は
基
地
の
な
い
平
和

な
沖
縄
を
求
め
る
県
民
の
思

い
と
は
裏
腹
に
軍
備
強
化
を

進
め
、
昨
年
末
に
は
安
全
保

障
関
連
三
文
書
を
閣
議
決
定

し
た
。
安
全
へ
の
懸
念
は
沖

縄
県
の
み
な
ら
ず
全
国
で
も

高
ま
っ
て
い
る
。
今
回
の
行

進
を
通
じ
て
沖
縄
に
基
地
が

あ
る
こ
と
を
他
人
事
と
し
て

考
え
る
の
で
は
な
く
、「
良

い
点
・
悪
い
点
」
を
し
っ
か

り
と
吟
味
し
、
平
和
に
向
け

て
一
歩
ず
つ
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

た
。（
宇
治
田
原
町
職
・
音

田
海
吾
）

単組名 1 2 3 4 5 6 7 R
八幡市職労 4 ０ 2 0 2 ０ ０ 8

京 交 労 組 2 ０ ０ 1 ０ 0 0 3

　
府
本
部
は
６
月
か
ら
新
し

い
書
記
と
し
て
河
野
佑
さ
ん

を
採
用
し
た
。
当
面
は
総
務

や
調
査
、
青
年
部
、
都
市
交

評
な
ど
を
担
当
し
、
単
組
活

動
の
前
進
を
め
ざ
す
。

名前：河野　佑（こうの ゆう）さん
年齢：28 歳
出身：京都市
趣味：映画鑑賞、クラシック音楽鑑賞、読書

「様々な活動を通じて、幅広く組合員の皆様の
お役に立てるように頑張りたいと思います。ま
だまだ未熟者ではございますが、一日一日精進
して組合員の皆様との日々を大切にしていきた
いと思います。よろしくお願いいたします。」

府本部書記に河野さん

府
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

軟
式
野
球
の
部

八
幡
市
職
労
が
優
勝

町村評賃金権利セミナー

平和に向けて一歩ずつ

青年部が沖縄で平和行進

自
分
の
賃
金
、自
分
で
計
算

自
分
の
賃
金
、自
分
で
計
算

自治労きょうと 2 0 2 3 年 7月1日 （第三種郵便物認可） 第 8 6 2 号（ 2 ）　


